
 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ処理基本計画での課題を議論 

⇒新施設のあり方、コンセプト、大枠の整理 

○中間処理施設の更新 

１）武蔵野クリーンセンター敷地の継続使用の検討 

・周辺住民とのパートナーシップ 

 

２)環境負荷の少ない効率的な処理システム 

・省エネルギー・高効率なエネルギー回収等により、環境負荷の少

ない効率的な処理システム 

・エコセメント事業の連携との連携を踏まえ焼却処理の継続を基本

⇒灰溶融、ガス化溶融方式の検討 

 

３)資源化機能について 

・資源の選別・圧縮梱包・保管 

・バイオマス処理 

 ＊課題：用地確保が困難、周辺住民の負担 

 

４)普及啓発機能・情報受発信機能の確保 

 

資料：減量化目標及び資源化目標を達成した場合のごみ量 

 

 

 

１)はじめに⇒過去の経緯 

 

２)なぜ建て替えが必要なのか 

  ⇒平成17年度維持管理状況調査 

３)整備スケジュール 

 

４)処理方法 

 

５)施設の能力 

 

６)環境保全に関する基準 

 

７)整備用地 

・整備用地の周辺環境、景観に配慮した計画 

 

１)新施設の整備用地 

 

 

２)新施設のあり方 

 

 

３)新施設周辺の地域まちづ

くり 

○一般廃棄物（ごみ）処理基本計画 ⇒『廃棄物の処理及び清

掃に関する法律（廃棄物処理法）』の規定に基づく計画

○（仮称）新武蔵野クリーンセンター施設基本構想 

  ⇒計画策定のための課題をメニュー化 

○（仮称）新武蔵野クリーン

センター施設まちづくり検

討委員会 

○第四期長期計画・調整計画/平成20年3月 『クリーンセンター建替え計画の検討』⇒市の施策として位置付け

稼動から23年が経過したクリーンセンターについては、建替えにむけて地域住民と積極的に協議を行い、合意形成を図る。 

規模・仕様は一般廃棄物（ごみ）処理基本計画との整合性を図りながら、施設の位置付けや求められる機能などを基に 

具体的な検討を開始するとともに、建替えに向けて生活環境影響調査などを行い、施設基本計画を策定する。 

建替えにあたっては、より環境負荷の少ない安全で効率性の高い循環型ごみ処理システムを構築し、啓発施設としてのリサイクル

センターの併設など、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を含む総合的な廃棄物対策の促進に寄与する施設を目指す。 

 
次期 新施設基本計画策定 

（仮称）新武蔵野クリーンセンター施設まちづくり検討委員会議論の進め方体系図    資料２ 

基本方針 

ごみ処理基本計画での課題を議論 

⇒新施設のあり方、コンセプト、大枠の整理 

キーワード 

ごみ減量 

コンセプト 

 

 

まちづくり 

将来予想 


